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会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
ご
健
勝
に
て
お

過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
も
明
け
、
漸
く
以
前
の

よ
う
な
活
動
の
で
き
る
環

境
に
な
っ
た
令
和
六
年
度

は
、
本
会
主
催
の
親
善
ゴ

ル
フ
大
会
、
稲
穂
会
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
も
盛

会
に
開
催
で
き
各
支
会
で

の
活
動
も
復
活
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
中
、
母
校
に

お
い
て
少
子
化
に
よ
る
生

徒
数
の
減
少
な
ど
か
ら
、

こ
の
四
月
の
新
入
生
か
ら

は
従
来
の
四
学
科
八
コ
ー

ス
か
ら
三
学
科
六
コ
ー
ス

と
学
科
再
編
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

農
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
、
ま
た
農
業
技
術
の
高

度
化
に
伴
う
ス
マ
ー
ト
農

業
の
進
展
な
ど
大
き
な
環

境
変
化
に
対
応
で
き
る
人

材
の
育
成
が
求
め
ら
れ
る

中
で
の
対
応
と
の
こ
と
で

す
。
母
校
が
他
の
高
校
に

は
な
い
独
自
の
教
育
活
動

の
一
環
と
し
て
、
地
域
企

業
と
連
携
し
た
特
産
品
を

活
用
し
た
商
品
開
発
や
創

造
性
に
富
ん
だ
サ
ー
ビ
ス

の
開
発
等
が
報
道
さ
れ
る

機
会
が
増
加
し
て
お
り
、

今
回
の
学
科
再
編
に
よ
り

一
層
地
域
と
の
結
び
つ
き

が
深
い
学
校
に
な
る
こ
と

を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で

す
。南

信
州
地
域
は
三
遠
南

信
道
や
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
の
開
通
に
よ
り
こ
れ
か

ら
大
き
な
変
化
、
発
展
が

期
待
で
き
る
地
域
で
す
。

本
校
卒
業
生
が
、
地
域
の

未
来
を
つ
く
る
人
材
と
し

て
育
つ
よ
う
同
窓
生
と
し

て
支
援
し
、
一
緒
に
活
動

で
き
れ
ば
素
晴
ら
し
い

こ
と
だ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
同
窓
生
は
会
員
の

価
値
観
の
多
様
化
、
会
員

数
の
減
少
、
会
の
財
政
な

ど
課
題
は
多
く
あ
り
ま
す

が
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
同
窓
会
の
在
り
方

を
模
索
し
て
い
ま
す
の
で

引
き
続
き
の
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、

日
頃
よ
り
本
校
の
教
育
活

動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
し
て
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
校
に
は
新
渡
戸
稲

造

先

生

の
「B

o
y
s b

e 

am
b
itio

u
s.

」
の
書
が
圃

場
に
面
し
た
道
路
の
石
碑

と
校
長
室
に
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
同
窓
生
の
方
と

の
話
の
中
で
、「
高
校
生

の
時
に
は
登
校
時
に
石
碑

を
眺
め
な
が
ら
、
気
持
ち

を
引
き
締
め
て
毎
日
登
校

し
た
」
と
い
う
お
話
を
伺

い
、
歴
史
あ
る
高
校
で
あ

る
こ
と
と
石
碑
に
込
め
ら

れ
た
諸
先
輩
方
の
後
輩
生

徒
や
学
校
へ
の
思
い
を
感

じ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

思
い
に
応
え
る
べ
く
、
今

年
度
も
生
徒
の
活
躍
が
あ

り
、
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大

会
で
は
、
出
場
し
た
生
徒

全
員
が
優
秀
賞
を
受
賞

し
、
班
活
動
に
お
い
て
も

上
位
大
会
へ
の
出
場
や
入

賞
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
様
々
な
地
域
活
動
に

も
参
加
し
、
お
褒
め
の
言

葉
や
感
謝
の
言
葉
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

さ
て
、
来
年
度
入
学
生

よ
り
、
栽
培
科
学
科
・
地

域
資
源
科
。
生
物
活
用
科

の
三
学
科
三
学
級
と
な
り

ま
す
。
下
伊
那
農
業
高
校

が
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き

た
学
び
を
再
編
し
、
さ
ら

に
、
水
耕
栽
培
や
植
物
工

場
、
ス
マ
ー
ト
農
業
、
Ｇ

Ａ
Ｐ
と
い
っ
た
新
し
い
技

術
や
知
識
を
取
り
入
れ
、

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
図

り
ま
す
。

少
子
化
が
進
む
中
、
地

域
の
皆
様
の
本
校
に
対
す

る
期
待
は
大
き
い
も
の
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。
飯

田
・
下
伊
那
地
域
に
は
、

伝
統
野
菜
や
文
化
、
様
々

な
工
芸
品
や
技
術
な
ど
、

豊
富
な
地
域
資
源
が
あ
り

ま
す
。
連
携
や
協
力
を
い

た
だ
く
中
で
、
こ
れ
ら
を

活
用
し
た
探
究
的
な
学
び

を
確
立
し
つ
つ
、
そ
れ
ら

活
動
を
通
し
て
、
よ
り
一

層
、
郷
土
愛
を
深
め
ら
れ

る
学
校
に
な
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、

今
後
と
も
か
わ
ら
ぬ
ご
支

援
と
ご
指
導
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

環
境
変
化
へ
の
順
応
を

同
窓
会
長
　
森
　
山
　
和
　
幸
（
高
18
回
卒
）

新
た
な
時
代
に
向
け
て

学
校
長
　
垂
　
澤
　
和
　
憲
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稲
穂
会
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

稲
穂
会
会
長
　
矢
澤
と
み
子
（
高
23
回
卒
）

同
窓
会
親
善
ゴ
ル
フ
大
会

　
事
務
局
長
　
小
林
　
興
宣
（
高
29
回
卒
）

　
第
十
八
回
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
大
会
が
、
六
月

二
十
九
日
ア
カ
シ
ア
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
に
て

三
十
三
人
の
参
加
を
い
た

だ
き
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
に
は
、
昨
年
度
優

勝
者
よ
り
ト
ロ
フ
ィ
ー
の

　
令
和
六
年
六
月
二
十
五

日
に
飯
田
カ
ン
ト
リ
ー
倶

楽
部
に
お
い
て
第
三
十
二

回
下
伊
那
農
業
高
等
学
校

同
窓
会
親
善
ゴ
ル
フ
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
百
六
十
二
名
の
卒
業

生
が
一
堂
に
集
ま
り
盛
大

に
仲
間
と
一
喜
一
憂
の
一

打
に
大
笑
い
あ
り
、
真
剣

生
田
支
会
総
会
が
令
和

六
年
二
月
二
十
七
日
に
開

催
さ
れ
十
七
名
の
同
窓
生

が
集
ま
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

返
還
、
競
技
説
明
、
昨
年

の
優
勝
・
準
優
勝
の
方
に

は
ハ
ン
デ
を
付
け
さ
せ
て

い
た
だ
く
事
、
水
分
補
給

を
し
て
ケ
ガ
の
無
い
よ
う

に
と
お
願
い
を
し
て
、
プ

レ
ー
の
開
始
で
す
。
前

日
の
雨
も
す
っ
か
り
上
が

り
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
同

級
生
同
窓
生
と
和
気
あ
い

あ
い
の
二
時
間
で
し
た
。

閉
会
式
に
は
森
山
同
窓
会

長
に
出
席
い
た
だ
い
て
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
お
弁
当
、
加
工

品
、
キ
ュ
ウ
リ
を
い
た
だ

き
、
笑
顔
の
散
会
と
な
り

ま
し
た
。

モ
ー
ド
あ
り
の
楽
し
い
ゴ

ル
フ
で
一
日
を
過
ご
す
こ

令
和
六
年
度
の 

支
会
総
会
開
催
状
況

と
が
で
き
ま
し
た
。
毎
年

高
年
齢
化
し
て
い
く
同
窓

会
ゴ
ル
フ
、
参
加
者
も
減

少
傾
向
と
な
り
地
区
担
当

役
員
が
参
加
者
を
募
る
現

状
の
方
法
で
は
さ
ら
に
参

加
者
が
減
少
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
若

い
下
伊
那
農
業
卒
業
生
も

ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
る

同
窓
生
も
多
く
い
る
と
思

い
ま
す
。
参
加
者
募
集
方

法
も
一
考
す
る
時
期
に
あ

昨
年
十
月
に
久
し
ぶ
り
の

「
関
東
稲
丘
会
総
会
（
東

京
支
会
）」
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
森
山
和
幸
同
窓

会
会
長
、
大
島
誠
副
会

長
、
田
畑
邦
仁
元
学
校

長
の
各
氏
に
ご
来
賓
と
し

て
ご
列
席
い
た
だ
き
ま
し
て

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。［

第
一
部
］
総
会
［
第

二
部
］
橘
家
竹
蔵
師
匠
の

古
典
落
語
［
第
三
部
］
懇

親
会
で
出
席
者
が
そ
れ
ぞ

れ
自
己
紹
介
な
ど
。
そ
の

後
ゲ
ー
ム
で
景
品
獲
得
。

校
歌
斉
唱
、
万
歳
三
唱
で

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
　

支
会
の
活
動
と
し
て
「
春

秋
の
ゴ
ル
フ
会
」
長
野
県

高
校
同
窓
連
・
南
信
同
窓

連
の
「
総
会
」「
新
・
忘

年
会
」「
旅
行
会
」「
ゴ
ル

フ
会
」
な
ど
の
活
動
に
参

加
し
て
お
り
ま
す
。
北
信
・

東
信
・
中
信
・
南
信
各
高

同
窓
生
は
「
信
濃
の
国
」

の
合
唱
で
連
帯
感
を
感
じ

ま
す
。
役
員
活
動
を
通
じ

て
我
が
下
伊
那
農
業
高
校

の
名
を
全
県
同
窓
連
に
周

知
さ
せ
て
い
る
と
自
負
し
て

お
り
ま
す
。

昭
和
二
十
八
年
に
稲
丘

会
東
京
支
会
を
開
設
。
当

時
は
覚
悟
を
持
っ
て
関
東

の
地
で
生
活
を
築
い
て
き

た
稲
丘
健
児
・
女
子
が
同

窓
会
で
集
う
繋
が
り
で
、

都
会
で
も
諸
先
輩
や
同
級

生
た
ち
が
居
る
安
心
感
、

心
強
さ
を
感
じ
て
い
た
方
々

も
居
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
私
も
身
近
の
大
先
輩

た
ち
と
接
す
る
事
が
出
来

た
こ
と
が
、
ど
れ
ほ
ど
人

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
楽
し
い
同

窓
会
ゴ
ル
フ
が
多
く
の
同

窓
生
の
参
加
の
も
と
末
永

く
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
よ
う
に
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
今
年
度
も
質
実
剛

健
な
下
伊
那
農
業
高
校
同

窓
生
の
親
睦
ゴ
ル
フ
で
楽

し
ま
せ
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

生
に
影
響
を
受
け
た
か
計

り
知
れ
ま
せ
ん
。
里
帰
り

に
八
時
間
ほ
ど
掛
か
っ
て
い

た
頃
は
故
郷
と
は
遠
く
懐

か
し
い
所
と
思
い
ま
し
た

が
、
高
速
道
路
が
出
来
、

将
来
に
は
リ
ニ
ア
で
三
十
分

（
発
着
駅
ま
で
五
十
分

余
り
？
）
の
時
代
で
、
故

郷
が
懐
か
し
さ
よ
り
ビ
ジ
ネ

ス
生
活
圏
内
と
な
り
、
益
々

故
郷
を
想
う
こ
と
な
ど
が

希
薄
と
な
り
、
同
窓
会
活

動
な
ど
は
現
在
で
も
高
齢

化
・
個
人
情
報
な
ど
の
理

由
は
あ
る
に
し
ろ
、
益
々
衰

退
し
て
行
っ
て
し
ま
う
の
で

し
ょ
う
。
し
か
し
母
校
を
、

ま
た
同
窓
生
を
盛
り
上
げ

る
た
め
に
、
せ
め
て
現
在
は

出
来
る
限
り
継
続
さ
せ
て
い

く
た
め
に
『
取
り
あ
え
ず

集
ま
る
こ
と
が
大
切
』
と
、

一
人
で
も
多
く
集
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。

 

生
田
支
会

　
　
代
表
　
北
林
　
昌
幸

（
高
14
回
卒
）

楽
し
く
集
ま
ろ
う
よ同窓

生

 

関
東
稲
丘
会
（
東
京
支
会
）

　
　
会
長
　
福
澤
　
省
三

（
高
21
回
卒
）
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去
る
五
月
二
十
五
日

（
土
）
暑
い
中
、
令
和
六

年
度
同
窓
会
理
事
・
代
議

員
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
五
年
度
事
業
報
告
・

会
計
報
告
・
監
査
、
令
和

六
年
度
事
業
計
画
・
予
算

案
・
令
和
五
年
度
卒
業
新

理
事
・
新
代
議
員
・
次
年

度
よ
り
同
窓
会
長
、
副

会
長
の
再
任
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
承
認
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
場
所
を
同
窓
会
館
に

変
え
、
親
睦
会
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
五
年

度
卒
業
生
理
事
と
し
て
渡

邉
志
織
（
高
76
）
さ
ん
・

代
議
員
と
し
て
小
田
美
来

（
高
76
）
さ
ん
が
新
し
い

役
員
と
な
る
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
六
年
度

下
伊
那
農
業
高
校

同
窓
会
理
事
・

代
議
員
会

株
式
会
社
な
か
ひ
ら
農
場

代
表
取
締
役
社
長
　
中
平
義
則
（
高
46
回
卒
）

こ
の
度
、
第
六
十
三
回

農
林
水
産
祭
に
お
き
ま
し

て
、
権
威
と
伝
統
あ
る
天

皇
杯
の
受
賞
の
栄
誉
を
賜

り
ま
し
た
こ
と
は
、
身
に

余
る
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
家

族
、従
業
員
、地
元
農
業
者

仲
間
を
は
じ
め
、
関
連
企

業
様
、
関
係
機
関
の
皆
様

の
御
支
援
、
御
指
導
の
お

陰
で
あ
り
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
今
日
ま
で
幾
多

の
困
難
を
乗
り
越
え
て
き

た
先
人
達
へ
、
感
謝
の
念

に
堪
え
ま
せ
ん
。
私
の
住

む
長
野
県
松
川
町
の
増
野

地
区
は
、
戦
後
開
拓
で
山

林
を
切
り
開
い
て
農
業
を

始
め
、中
山
間
地
域
で
、さ

ら
に
水
が
無
い
土
地
柄
の

為
、
果
樹
栽
培
を
続
け
て

き
た
農
業
地
域
で
す
。

弊
社
は
昭
和
五
十
年
の

観
光
農
業
の
開
始
と
と
も

に
り
ん
ご
の
ジ
ュ
ー
ス
加

工
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。一

九
九
一
年
の
法
人

化
を
機
に
、
加
工
場
の
年

間
稼
働
を
目
指
し
一
年

を
通
じ
て
、
地
域
、
長
野

県
、全
国
の
果
実
、野
菜
を

ジ
ュ
ー
ス
加
工
し
て
き
ま

し
た
。

　
生
産
量
は
年
間
百
六
十

万
㍑
、
四
十
種
類
以
上
の

果
実
、
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
を

生
産
し
て
全
国
、
海
外
の

消
費
者
様
か
ら
高
い
評
価

を
得
て
い
ま
す
。

ま
た
、
百
年
後
も
こ
の

地
域
の
果
樹
産
業
を
守
り

た
い
と
の
思
い
か
ら
、「
人

を
育
て
る
」「
品
種
を
育
て

る
」「
技
術
を
育
て
る
」
の

三
本
の
柱
を
目
標
と
し

て
、農
地
の
集
約
化
や「
松

川
果
樹
研
修
制
度
」、り
ん

ご
の
新
品
種
開
発
、
温
暖

化
に
対
応
し
た
農
業
資

材
、
技
術
の
開
発
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を

通
じ
て
こ
れ
か
ら
も
地
域

と
共
に
発
展
す
る
6
次
化

経
営
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
後
も
今
回

の
受
賞
を
励
み
に
地
域
で

支
え
合
い
、
地
域
農
業
者

と
と
も
に
、
持
続
可
能
な

農
業
の
振
興
へ
い
か
に
私

自
身
が
関
与
で
き
る
か
と

い
う
こ
と
を
常
に
考
え
、

創
意
工
夫
を
重
ね
る
こ
と

で
地
域
農
業
の
発
展
に
寄

与
し
続
け
た
い
と
思
い
ま

す
。

地元で活躍する先輩方
2024年度農林水産祭
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令和６年度 
会員の異動

同
窓
会
員

 

令
和
六
年
三
月
卒
業
に
よ
り
正
会
員
に
な
っ

た
人	

一
三
八
名

令
和
五
年
四
月
入
学
に
よ
り

準
会
員
に
な
っ
た
人	

一
五
八
名

　
正
会
員
数	

一
九
，
六
一
四
名

旧
制	

二
，
四
八
九
名

高
校	

一
七
，
一
二
五
名

内 

男
子	

 

一
一
，
四
三
一
名

内 

女
子	

五
，
六
九
四
名

会 

務 

報 

告

同
窓
会
幹
事
長
　
松
澤
　
公
夫
（
高
36
回
卒
）

令和５年度　決　算　書
長野県下伊那農業高等学校同窓会

令和６年５月２５日　提  案
令和６年５月２５日　承  認

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　歳入総額　　２, ７３９, ８６５円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　歳出総額　　１, ９０３, ００６円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３　差引残額　　    ８３６, ８５９円　　　

１歳入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：円）

科　　　　　目 当初予算 収入済額 比較増減 備　　　　考

入 会 金 1,280,000 1,280,000 0 8,000×160名

雑 収 入 0 5,072 5,072 利息、支会より　等

繰 越 金 1,178,793 1,178,793 0

永 年 会 費 276,000 276,000 0 2,000円×138名

そ の 他 0 0 0

合　　　計 2,734,793 2,739,865 5,072

２歳出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：円）

科　　　　　目 当初予算 支出済額 比較増減 備　　　　考

１，事務費 525,000 352,532 172,468

　１） 旅費 130,000 27,990 102,010 支会総会等の旅費

　２） 事務費 100,000 102,777 -2,777 プリンターインク・ロール紙他事務費

　３） 通信費 60,000 62,200 -2,200 郵送料・電話代

　４） 消耗品費 75,000 59,565 15,435 印刷用紙他

　５） 負担金 10,000 0 10,000 地区同窓会負担金

　６） 交際費 150,000 100,000 50,000 各種会議参加費等

２，会議費 410,000 187,474 222,526  

　１） 役員会費 100,000 25,000 75,000 監査会等

　２） 代議員会費 210,000 124,164 85,836 代議員会

　３） 幹事会費 100,000 38,310 61,690 校内幹事会会議費

３，事業費 1,510,000 1,250,229 259,771  

　１） 稲穂会費 220,000 177,613 42,387 活動費・総会費

　２） 事業推進費 250,000 100,250 149,750 支会総会の参加

　３） 稲丘時報発行費 300,000 234,300 65,700 稲丘時報発行費

　４） 同窓会林管理費 40,000 38,499 1,501 同窓会林間伐等管理

　５） 新生会員歓迎費 150,000 150,000 0 校歌等ＣＤ購入用積立て

　６） 稲丘会事業寄付金 200,000 200,000 0 （財）稲丘会

　７） 親善大会費 200,000 149,567 50,433 親善ゴルフ

　８） 会員減少積立金 150,000 200,000 ▲ 50,000 会員減少積立金として定期預金

４，雑支出 210,000 30,000 180,000  

　１） 慶弔費 70,000 0 70,000 祝儀・香典・弔電

　２） 転退職職員記念品費 80,000 30,000 50,000 餞別

　３） 雑費 60,000 0 60,000 1-2)長尺インク他、2-1)役員会

５，予備費 79,793 82,771 ▲2,978 1-2事務　通信費

　１） 予備費 79,793 82,771 ▲2,978 

合　　　計 2,734,793 1,903,006 831,787

会
員
の

皆
様
方
に

は
益
々
ご

健
勝
で
ご
活
躍
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

校
内
幹
事
長
を
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
三
十
六

回
卒
業
の
松
澤
と
申
し
ま

す
。
日
頃
よ
り
、
会
員
の

皆
様
方
に
は
同
窓
会
活
動

に
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
っ

て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

五
月
二
十
五
日
に
令
和

六
年
度
同
窓
会
理
事
・
代

議
員
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

理
事
・
代
議
員
会
で

は
、
令
和
五
年
度
事
業
・

決
算
報
告
、
令
和
六
年
度

事
業
計
画
・
予
算
案
が
承

認
さ
れ
、
正
式
に
事
業
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
総

会
終
了
後
、
稲
丘
会
館
で

懇
親
会
を
昨
年
に
引
き
続

き
行
い
親
睦
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
親
善
ゴ
ル
フ
大

会
及
び
稲
穂
会
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
大
会
も
盛
大
に
で
き

ま
し
た
。

支
会
総
会
は
、
八
支
会

と
多
く
の
支
会
で
総
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
、

関
東
支
会
の
開
催
は
久
し

ぶ
り
に
本
会
か
ら
会
長
・

副
会
長
、
幹
事
が
出
席
し

有
意
義
な
総
会
と
な
り
ま

し
た
。
支
会
開
催
状
況
は

以
下
の
通
り
で
す

生
田
支
会
二
月
二
十
七
日

川
路
支
会
三
月
二
十
四
日

山
本
支
会
六
月
九
日

神
稲
支
会
七
月
十
三
日

上
郷
支
会
七
月
十
五
日

龍
江
支
会
八
月
二
十
九
日

関
東
支
会
十
月
四
日

喬
木
支
会
十
一
月
二
十
六
日

実
施
し
た
支
会
に
お
か

れ
ま
し
て
は
事
務
局
ま
で

報
告
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。　

支
会
総
会
は
会
員
相

互
の
親
睦
を
深
め
ら
れ
る

良
い
機
会
で
す
。
多
く
の

会
員
の
出
席
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
方
に
は
健

康
に
気
を
付
け
て
ご
活
躍

さ
れ
る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
母

校
の
発
展
の
た
め
に
、
よ
り

一
層
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
賜
り
た
く
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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今、下農は…
令和６年（2024 年）

長野県下伊那農業高等学校
http://www.nagano-c.ed.jp/simonou/

班（クラブ）の活躍
＜運動班＞

（１）長野県高等学校総合体育大会　（令和６年度）　
　　団体戦（県大会以上に出場した競技のみ掲載）

競技・団体名等 南信大会結果 県大会結果

弓道（男子） ２位 ３位
北信越大会　県代表

（２）第 105 回全国高等学校野球選手権長野大会（令和５年度）
　　　　ベスト１６
　　 第151回(令和6年度秋季)北信越地区高等学校野球長野県大会
　　　　南信予選会２次戦　ベスト８（代表決定選へ）

＜学芸班・専門研究班・農業クラブ等＞
〇農業クラブ
プロジェクト発表　（R ６年度）7 月 13 日県大会

班名 分野 発表テーマ 県大会

アグリ
食化有志

Ⅰ類
農業生産
農業経営

下伊那地域に「カッキ」を！　　　～市田柿の持続可能栽培をめざして～
熊谷（3A竜峡）　池田（3A旭ヶ丘）　西野（3A旭ヶ丘）　林（3A松川）　
熊谷（3D高陵）　代田（3D緑ヶ丘）　清信（3D飯田東）

優秀賞

農業クラブ
Ⅱ類

国土保全
環境創造

おこせBamboo革命！　　　　　　～コロナ禍での発見を地域の魅力へ～
松村（3C鼎）　林（3C緑ヶ丘）　小室（3D竜峡） 入賞

食品科学
Ⅲ類

資源活用
地域振興

Tea Timeをプロデュース　　　　　～お茶で下伊那の魅力を発信～
松澤（3D旭ヶ丘）　金田（3D緑ヶ丘）　山田（3D飯田西）　齋藤（2A高森）
齋藤（2D阿智）　篠元（2D大鹿）

最優秀賞
北信越大会

県代表

意見発表　（R ６年度）7 月 13 日県大会

氏名(学年・出身中学校) 分野 発表テーマ 県大会
小林（2D下條） 農業生産・農業経営 昆虫食のススメ 入賞

鈴木（3A旭ヶ丘） 国土保全・環境創造 南信州から紡ぐ、竹取再生物語 入賞

北原（3A鼎） 資源活用・地域振興 いただいた「いのち」にできること 最優秀賞
北信越大会県代表

クラブ活動発表会　（R ６年度）7 月 13 日県大会　最優秀賞

発表題目 氏名（学年・出身中学）

伝統野菜をいつまでも
～地域の魅力を皆さまへ～

村松（3A高陵）
　中島（3A旭ヶ丘）
黒河内（3D・高陵）

〇各種大会等
　（R ６年度）

氏名（学年・出身中学校） 成績 大　会　名

牧内（3C喬木） 出場 関東甲信越静地区国際教育研究協議会主催
第44回高校生英語弁論大会

祝　弓道班
第 54 回北信越高等学校弓道大会

男子団体　第 3 位
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進学　四年制大学
ZEN（デジタル産業）、愛知淑徳（健康医療）/（ビジ
ネス）、甲南女子（人間科学）、秀明（学校教師）城西
（経済）、信州（動物資源生物科学）、大正（人間）、中京
学院（経済）、東京農業（農学）、人間環境（環境科学）、
松本（教育）/（人間健康）、酪農学園（循環農学類）、国
学院（神道文化）、東海学園（人文）	 16

進学　短期大学
愛知学泉（生活デザイン総合/食物栄養）、飯田（看護
３/生活科学５/幼児教育７）、信州豊南（言語コミュ
ニケーション）、名古屋経済（子ども）、名古屋柳城
（保育）、松本（幼児保育）	 23

進学　大学校
長野県農業（総合農学/南信農業）	 2

進学　専修学校
TCA東京ECO動物海洋（エコ・コミュニケーショ
ン）、国際ペットワールド（動物看護師、美容）、愛
知調理（調理）、愛知福祉医療（作業療法/理学療
法）、飯田コアカレッジ（ITスペシャル/+ITビジネ
ス２）、至誠会看護（看護）英ティーングローバル
SVENTEEN美容（美容）、国際トラベル・ホテル・ブ
ライダル（テーマパーク２）、信州松本動物（ペット
ケア/動物看護師）、未来ビジネスカレッジ（パテシ
エ・ブランジュ）、東京自動車（1級整備士）、中部美
容専門（美容）、デジタルアーツ東京（イラスト）、東
海医療科学（理学療法２、臨床工学）、トヨタ自動車
(1級自動車)、飯田技術（自動車整備５）、長野美術
（ビジュアルデザイン）、名古屋ｅｃｏ動物海洋（動

物医療/動物海洋）、名古屋医健スポーツ（歯科衛生、
スポーツ科学）、名古屋工学院（電業技術）、名古屋製
菓（製パン２）、名古屋調理師（調理師）、日本菓子（製
菓技術）、松本調理師製菓師（調理師養成）、愛知美容
（美容）、大原スポーツ公務員（公務員２）、名古屋ビ
ジュアルアーツアカデミー（パフォーミングアー
ツ）、名古屋医療秘書福祉＆IT（医療秘書）、名古屋動
物（動物看護）	 49

就職　公務員
長野県警	 1

就職　民間（管内）
KOA七久里の杜、NSKマイクロプレシジョン、
SBSゼンツウ、旭松食品５、MTETALSMITH、飯
田青果、エフプラス、戸田屋、長野県A・コープ、ハー
トケア飯田、ヨシカズ３、小林製袋産業３、シチズン
時計マニュファクチャリング、柴田科学、上海楼、食
事・創作酒場妃鮎、シルクホテル２、信州航空電子
２、住まいる工房、大協建設、タックコート、多摩川
マイクロテップ２、中部フォレスト、東海興業、トヨ
タエルアンドエフ長野、丸中中根園、卑弥呼カンパ
ニー、ひるがみ温泉　石苔亭いしだ、はと錦、横浜ゴ
ム　長野工場２、ルビコン　松川事業所２、綿半ソ
リューションズ	 45

就職　民間（県外）
三菱電機　中津川製作所、さぎ山リハビリサービ
ス、スズキ自動車、	 3
家居	 2

編 

集 

後 

記

個
人
情
報
の
変
更
に

つ
い
て
の
お
願
い

お
詫
び
と
訂
正

進路状況

令
和
六
年
度
（
令
和
七
年
三
月
卒
業
予
定
）

進
路
状
況
に
つ
い
て 

進
路
指
導
部
　
北
　
原
　
広
　
章

令和6年度3学年　進路希望状況（令和7年3月卒業）

卒業予定数
男子　70人
女子　72人
合計  142人

合計 アグリ
サービス

農業
機械

園　芸
クリエイト

食品
化学

人数 比率
男 70 8 35 12 15
女 72 30 0 20 22
計 142 38 35 32 37

就職希望

男子　32人
女子　17人
小計　49人

比率 34.5%

管 内 46 32.4%
男 30 2 16 7 5
女 16 6 0 5 5

県 内 0 0.0%
男 0 0 0 0 0
女 0 0 0 0 0

県 外 2 1.4%
男 1 0 1 0 0
女 1 1 0 0 0

公務員 1 0.7%
男 1 1 0 0 0
女 0 0 0 0 0

自 営 0 0.0%
男 0 0 0 0 0
女 0 0 0 0 0

進学希望

男子　37人
女子　54人
小計　91人

比率 64.1%

大 学 16 11.3%
男 7 1 4 1 1
女 9 3 0 3 3

短 大 22 15.5%
男 4 1 1 2 0
女 18 12 0 2 4

県 農
大 等 3 2.1%

男 2 0 1 1 0
女 1 0 0 1 0

専 修
各 種 50 35.2%

男 24 3 12 1 8
女 26 8 0 9 9

未定 　2人
比率　1.4％ 未 定 2 1.4%

男 1 0 0 0 1
女 1 0 0 0 1

今
年
度
も
一
四
二
名
の

生
徒
を
卒
業
さ
せ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

生
徒
が
自
ら
選
び
保
護

者
の
ご
協
力
の
も
と
に
、

進
路
を
決
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
進
学
・
就
職

と
も
に
第
一
希
望
を
叶
え

た
生
徒
が
多
く
高
校
生
活

で
大
き
く
成
長
し
、
自
ら

の
意
思
で
進
路
を
選
び
、

実
現
で
き
る
ま
で
に
な
り

ま
し
た
。
進
学
と
就
職
の

割
合
は
昨
年
と
変
わ
り
七

割
と
三
割
と
進
学
に
向
く

傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。

進
学
か
ら
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
本
年
度
は
例
年

以
上
の
応
募
と
な
り
総
合

型
選
抜
・
公
募
型
推
薦
と

多
種
多
様
な
入
試
形
態
が

あ
り
こ
の
時
点
で
多
く
の

生
徒
が
受
験
し
て
い
ま

す
。
短
大
は
昨
年
並
み
と

い
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
が

著
し
く
変
化
が
あ
っ
た
の

は
専
門
学
校
よ
り
大
学
へ

と
変
わ
っ
た
点
で
す
。
専

門
学
校
等
で
も
飯
田
下
伊

那
の
学
校
に
進
学
す
る
生

徒
が
複
数
い
ま
す
。
県
内

外
に
関
わ
ら
ず
多
く
の
生

徒
が
本
校
で
の
学
習
を
活

か
し
た
進
学
を
選
択
し
て

い
ま
す
。
他
方
で
新
た
な

世
界
で
の
学
問
に
進
む
生

徒
も
お
り
、
彼
ら
の
成
長

を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。

　
八
十
九
号
編
纂
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

に
は
と
て
も
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　
八
十
八
号
の
支
会
活
動

の
千
代
支
会
長
で
す
が
お

名
前
の
間
違
い
が
あ
り
ま
し

た
。
竹
下
真
で
は
な
く
竹

下
貢
氏
で
す
。
改
め
て
訂
正

と
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
連
絡
内
容
〉

①
連
絡
者
の
氏
名
、
卒
業

年
（
大
正
・
昭
和
・
平

成
・
令
和
）、
ク
ラ
ス

②
新
姓
、
在
学
時
姓
名
、

郵
便
番
号
、
現
住
所
、

電
話
番
号

〈
物
故
者
の
連
絡
内
容
〉

① 

連
絡
者
の
氏
名
、続
柄

（
家
族
・
役
員
、同
級
生
・
友
人
）

②
連
絡
者
の
郵
便
番
号
、

住
所
、
電
話
番
号

③
物
故
者
の
新
姓
、
在
学

時
の
姓
名
、物
故
者
の
卒

業
年
（
不
明
な
場
合
は

住
所
・
生
年
月
日
な
ど
）

④
逝
去
年
月
日

※
連
絡
内
容
に
不
備
が
あ

る
場
合
は
生
存
者
の
ま
ま

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
諸
事
情（
改
姓
・
転
居
な

ど
）
に
よ
る
個
人
情
報
の

変
更
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

正
確
を
期
す
る
た
め
、
下

記
の
連
絡
内
容
を
ご
記
入

い
た
だ
き
、
①
Ｆ
Ａ
Ｘ
②

郵
便
③
メ
ー
ル
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。（
電
話
で
の

連
絡
は
さ
け
て
く
だ
さ

い
）

①
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
〇
二
六
五
（
五
三
）
〇
三
三
九

②
郵
便 

〒
三
九
五

−

〇
八
〇
四

　
長
野
県
飯
田
市
鼎
名
古
熊

二
三
六
六

−

四

　
長
野
県
下
伊
那
農
業
高
等
学
校

同
窓
会
事
務
局

③
メ
ー
ル
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